
タイトル：平成 25（2013）年度 研究セミナー 

日程：平成 25 年 12 月 13 日（金）～15 日（日） 

場所：東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所 3 階 マルチメディアセミナー室（306） 

 

 「アフメディーによる 「オスマン家の諸王の歴史物語」 における興亡の叙述法 

    ― 『アレクサンドロスの書』 の文脈から見た複線的解釈」 

山下 真吾 （東京大学大学院） 

 

 今回、高松先生からのお誘いで、中東☆イスラーム研究セミナーに参加させていただきました。博士

論文執筆途上の私にとって、様々な専門分野の先生方、スタッフの方々、受講生の方々から貴重・有意

義かつ、示唆に富むご意見・ご指摘をいただけたことは今後研究を進めていくうえで貴重な経験になり

ました。このような貴重な場を提供してくださっている先生方・スタッフの皆様にこの場を借りて感謝の意

を表させていただきます。 

 研究セミナーについては以前から告知や先輩の話などを通じて知っていましたが、自分の研究の完

成度が、研究セミナーで発表するものに足るものかどうか不安でもあり、参加への一歩を踏み出せずに

いました。しかし今回、発表の機会を与えていただき、発表一時間、質疑応答一時間という充実した持

ち時間の中で、発表テーマのみならず、博論全体の構想をまとめ上げていくうえでの貴重な示唆を得る

ことができました。また藤波さんが博士論文の執筆過程をお話しくださった発表では、博士論文完成に

至る道筋や、研究の方法論、また博士論文を出版する顛末など詳細にお話しいただき、オスマン史とい

う比較的近い分野でのお話しということもあり、大いなる刺激を受けつつ、かつ楽しくためになるお話が

満載でただただ感動するばかりでした。 

 また、他の受講生の方の発表を聞くにつけ、普段あまり触れる機会のない地域やテーマについての多

彩かつ有意義なご発表を聞かせていく中で、研究のまとめ方、アイディア等参考にさせていただくと共

に、自分ももっと頑張ろうという意欲が湧いてきました。他の受講生の方型やＡＡ研の先生方・スタッフの

皆様とはこれからまた様々な機会に交流する機会があると思われますので、素晴らしい研究者の方々と

知り合う機会を得たというのも今回のセミナーの収穫の一つであったかと思われます。 

 今回、３日間という開催期間の中で、昼は濃密な研究発表とディスカッション、夜はまた濃密な人生談

義や研究についてのアドバイスの中で、様々なことを学ばせていただきました。改めて御礼申し上げま

す。 


